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4HC⾊ ターコイズ
⽇⾜⾊ フォレストグリーン
週⾜⾊ マルーン



EUR/USD WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／31 
or
週⾜ 第2サイクル 10本⽬／7

35本

34本⽬
or 
10本⽬

週⾜は継続で上⽬線となる。
押し安値は1.0515となる。
週⾜第2の可能性が⾼いように考えている。

45本

5⽉第3週は週⾜MBまでの下降となった。
1.11を超えることはなく
⽇⾜、及び4HCを閉じるタイミングに遭遇と考え
ている。



EUR/USD DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／31
⽇⾜ 第4サイクル 48本⽬／31 
or
週⾜ 第2サイクル 10本⽬／7
⽇⾜ 第1サイクル 48本⽬／31

48本⽬49本

⽇⾜は継続と考えている。
48本⽬で⽇⾜が閉じた可能性もあるが、下ヒゲが
ないことに疑問を感じている。
22⽇の⽉曜⽇に⼤きく下ヒゲを形成してたくり⾜と
いう可能性も視野に⼊れている。
その際には1.0759を下回ることが必要となる。



EUR/USD 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

80本⽬
or
5本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／31
⽇⾜ 第4サイクル 48本⽬／31 
or
週⾜ 第2サイクル 10本⽬／7
⽇⾜ 第1サイクル 48本⽬／31
4HC 第4サイクル 80本⽬／11LT 
or
4HC 第1サイクル 5本⽬／5

97本

起点は既にきているのか︖
それとも
これからか︖

68本

⽇⾜の本数を考えると今回の4HCが最後となると考え
ている。次は4HC第1となる。
現在5本⽬とも考えられなくはないが、⽇⾜での下ヒゲが
完成していないので、単なる週末利確の上昇とも考える
ことが可能となる。もう⼀段、1.0759を下回る下降があ
るのでは︖と疑っている。



EUR/USD VOLATILITY



DISCUSSION 20230521現在

• 週⾜は上⽬線、⽇⾜は閉じるタイミング、4HCも閉じるタイミングという条件
を考えたい。
• 既に閉じている可能性も否定できないが、利確による上昇という⾒⽅も考え
られる。
• 週⾜、⽉⾜の⼤きな流れは上となり、⻑期的には上⽬線となる。
• 4HC第4の閉じるタイミングを確認したい。これからかも︖
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EUR/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 20本⽬／18

週⾜トップは18本⽬での151.61と考えられる。
今回の週⾜はRT（ライトトランスレーション）想定となる。

週⾜は後半となるので下⽬線となる。

16本 30本 15本



EUR/JPY DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

45本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 20本⽬／18
HPC 第2サイクル 45本⽬／32

第1シナリオとしてHPCと考えている。
HPCの場合、週⾜が短期で終了する可能性もあり、
25週でのサイクル閉じも視野に⼊れる必要がある。
通常MCであれば、7本⽬となり、
若いので上値リスクが考えられる。

55本



EUR/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 20本⽬／18
HPC 第2サイクル 45本⽬／32
4HC 第5サイクル 38本⽬／36

38本⽬72本77本 68本

19⽇⾦曜⽇の⽶国市場では⼤きく上昇した4時間⾜であるが、全戻しとなり
このまま下降の期待感が強くなってきた。
4HC第4でのLT（レフトトランスレーション）起点割れとなり
HPCで4HCが第5となるとこれからの加⼯が期待できるかも︖



EUR/JPY VOLATILITY



USD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 18本⽬／18

18本⽬

5⽉第3週は⼤陽線となった。
週⾜は後半に⼊りかかっているので
どこかで週⾜トップが現れることとなる。

17本



USD/JPY DAILY 202301-202305 ⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 18本⽬／18
⽇⾜ 第3サイクル 7本⽬／6 
or
HPC 第2サイクル 41本⽬／40

41本⽬31本 50本

通常MCを35本⽬で閉じた可能性もある。その場合は7本⽬となる。
19⽇⾦曜⽇は下ヒゲの⻑い⼤陰線となり、ほぼほぼ全戻しとなるので
22⽇⽉曜⽇の動きをしっかりと確認したいところ。



USD/JPY 4H 202303-202305
4HCは、60本から80本と考えられている。

39本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 18本⽬／18
⽇⾜ 第3サイクル 7本⽬／6 
4HC 第1サイクル 39本⽬／33
or
HPC 第2サイクル 41本⽬／40
4HC 第4サイクル 39本⽬／33

91本

4時間⾜では⽬線が上⽅向を維持している。

66本

通常MCと考えるか、HPCと考えるか︖
週⾜は後半、⽇⾜はHPCであれば後半、4HCは後半と
考えられ、⽇⾜が通常MBAをであれば⾼値更新が考えられる。
22⽇に138.74を超えると右肩あがりのダブルトップとなり、
ヘッド＆ショルダーズ待ちか︖



USD/JPY VOLATILITY



GBP/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／20

20本⽬37本 24本 21本

週⾜第2の20本⽬の172.5がトップと考えられる。
⼤きく上昇してきた5⽉第3週となった。

週⾜での押し安値は168.2辺りとなり
それを下回るまでは上⽬線となる。

しかし、直近⾼値となる172.3を実体で
抜けてはいないので下位⾜での下⽬線が考えられる。

15本



GBP/JPY DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／20
HPC 第2サイクル 41本⽬／41

41本⽬59本

28本⽬の⽇⾜⾼値をローソク⾜実体では超えていない。
HPCは後半を迎えるので
下⽬線が考えられる展開だが、
押し安値となる169.5を超えて下降していると
下⽬線が視野に⼊る。



GBP/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

38本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／20
HPC 第2サイクル 41本⽬／41
4HC 第4サイクル 38本⽬／36

4時間⾜MBが⽀えているようなチャートとなる。
ほぼほぼ⾦曜⽇の⽶国市場で全戻しとなる。
1時間⾜MB付近での攻防となる。
15分⾜では収束期を迎えている。
171.3を下回ったところで
売り・ショートエントリーを考えたい。

72本86本



GBP/JPY VOLATILITY
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AUD/JPY WEEKLY 2021-2023

16本

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 22本⽬／10LT 
or
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／7

22本⽬
or
9本⽬

週⾜シナリオが2通り考えられる。
欧州通貨と同じ1⽉起点であれば、既にLT（レフトトランスレーショ
ン）となり
NZD/JPYと同じ3⽉起点であれば、まだ上値リスクが伴う。

24本 33本



AUD/JPY DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

41本⽬
or
7本⽬

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 22本⽬／10LT 
HPC 第2サイクル 41本⽬／41 
or
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／7
⽇⾜ 第1サイクル 41本⽬／41 
or
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

31本38本

⾼値更新は⾏われず、91.9辺りに
⼤きな抵抗帯があるように感じられる。
19⽇⾦曜⽇はカラカサ形成となっていることから
下⽬線が濃厚な展開となる。



AUD/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

38本⽬

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 22本⽬／10LT 
HPC 第2サイクル 41本⽬／28 
or
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／7
⽇⾜ 第1サイクル 41本⽬／28
4HC 第4サイクル 38本⽬／37

19⽇⾦曜⽇に⾼値更新せず
⽶国市場で利確ラッシュと考えられる陰線が発⽣した。
81.9のラインが気になる。
22⽇の東京市場では上昇が考えられるのではない
か︖

85本56本 67本



AUD/JPY VOLATILITY



NZD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

週⾜第2であり上昇の勢いが強い。
5⽉第3週は⼤陽線となった。今後の⾼値更新となるのか︖
は微妙だが、下位⾜で判断したい。

9本⽬

⽉⾜ 9本⽬LT
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9

45本 26本



NZD/JPY DAILY 202301-202305
概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

暫定トップは41本⽬の87.08となる。

6本⽬
or
41本⽬

⽉⾜ 9本⽬LT
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9
HPC 第1サイクル 41本⽬／41 
or
⽇⾜ 第2サイクル 6本⽬／6

59本

HPCの41本⽬と捉えるか、
⽇⾜第2と捉えるか
どちらでも可能性は⾼そう。
19⽇がカラカサ形成となるので
下⽬線が濃厚と考えられる。



NZD/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬LT
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9
HPC 第1サイクル 41本⽬／41 
or
⽇⾜ 第2サイクル 6本⽬／6
4HC 第4サイクル 32本⽬／31

4時間⾜トレンドラインで⽀えられているようなチャートとなる。
トレンドラインを割り込むか︖
22⽇の東京市場ではゴトー⽇円安へ進む可能性が⾼い
ので、ダブルトップを形成してからの下⽅向か︖
を考える良い機会となる。

32本⽬73本84本

下位⾜での判断が重要視される。
1時間⾜では押し安値は、86.26付近
既にダブルトップは形成されている。
15分⾜ではダブルトップ形成後、4時間⾜トレンドラインで⽌められている。

86.4を割り込むと下⽬線となるか︖



NZD/JPY VOLATILITY



CHF/JPY DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 19本⽬
週⾜ 第3サイクル 19本⽬／17
⽇⾜ 第3サイクル 7本⽬／7

47本30本

5⽉第2週は迷い線（トンボ）となり、
⾼値切り下がり、安値切り下がりとなった。
12⽇⾦曜⽇の⽇⾜が上昇したことが
4HCの切り替わりが原因となると
今後の陰線ラッシュに期待したい。

39本



CHF/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

38本⽬

⽉⾜ 19本⽬
週⾜ 第3サイクル 19本⽬／17
⽇⾜ 第3サイクル 7本⽬／7
4HC 第1サイクル 38本⽬／37

98本

4HCと⽇⾜が切り替わったと考えている。
5⽉11⽇がカギになるポイントであろう。
4HCはセンターゾーンとなるので下への動きを確認したい。
1時間⾜の壁となる152.8を下回ると152.0付近まで壁はない。
15分⾜では三尊の可能性があり、152.5より上に損切りラインを
考えてみたい。

58本



CHF/JPY VOLATILITY



CAD/JPY DAILY 202301-202305 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 3本⽬
週⾜ 第1サイクル 9本⽬／9
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

⽇⾜は既に閉じていたという解釈に⾄った。
5⽉11⽇起点となり⽇⾜第2と考えている。
19⽇に⼤陰線を描いているため
下への動きが意識されている展開となる。

34本 47本 35本



CAD/JPY 4H 202303-202305 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

38本⽬

意識される101.79のラインをヒゲで超えてきた。
1時間⾜では⼤きく下降している陰線と考えられる。
下位⾜に落としてダブルトップからの
売り・ショートエントリーを狙いたいところ。

⽉⾜ 3本⽬
週⾜ 第1サイクル 9本⽬／9
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7
4HC 第4サイクル 38本⽬／37

67本91本



CAD/JPY VOLATILITY



ご質問はなんなりとお尋ねください。
できる限りでお答えいたします。

共に学びたい⽅は、ご連絡くださいませ。
【い・ろ・は・組（１６８）_2】
https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239

お問い合わせは下記まで。

bibouroku@fukuyama-syo.com
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https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239
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